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みんなが かがやく イマミっ子 ～明るく かしこく たくましく～ 

＜ホームページ＞ http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/imajukuminami 令和５年４月28日 

 

安心感に包まれて 

校長 佐々木 一高 

 

晩春の暖かさでようやく霜が降りなくなり、苗がすくすくと育つ時季となりました。学校では、新

年度の緊張感が少しずつほぐれ、新しい学年や学級に慣れつつある子どもたちの姿がうかがえるよ

うになりました。山野の緑や水辺の若芽の芽吹きのように、子どもたちからも新しい学校生活の中

での自分づくりや仲間づくりに力強い息吹を感じます。 

 

先週２１日（金）の授業参観や学級懇談会、学校説明会、PTA 総会には、多くの保護者の皆様に

ご来校いただき、ありがとうございました。コロナ禍による様々な行動制限が解除されつつある中、

保護者の皆様が優しい眼差しで授業風景を見つめる姿、保護者同士で顔を合わせて和やかに会話を

する姿を見て、なんだか私も嬉しい気持ちになりました。そして、保護者の皆様に漂う温かい雰囲気

が子どもの安心感にもつながっていると感じました。 

そんな私が感じた嬉しい気持ち、言い換えれば保護者が纏う安心感の印象は、子どもたちの何気

ない日頃のコミュニケーション力の高さからも感じとることができます。 

「教室の廊下を歩いていると、『校長先生、このクイズやってみて』と気さくに声をかけてくれる子」 

「保健室を探す１年生の声を遠くから聞いて、１年生に『こっちだよ』と声をかける子」 

「ダンゴムシを手に乗せて、オスとメスの違いを説明してくれる子」（見えないほど小さな黄点） 

「遠くからでも目を合わせて、はっきりと聞こえる声で挨拶ができる子」（たくさんいます） 

「登下校時、昇降口に立つ私の手前まで寄り、正面に立って頭を下げて挨拶をする子」（〃） 

「休み時間にけんかをした後、相手の気持ちを知り、自分の行動を変え、その後を仲良く過ごす子」 

「登下校時に、私の好きな食べ物の一つ一つを覚えようとしてくれる子」（鰻、炒飯……） 

 相手に興味をもって自分から話しかけたり、自然と会話をつなげられたりする姿は、「しよう・や

ろう」と思ってもなかなか直ぐには真似できることではありません。ですが、イマミっ子からは、そ

うした自然体であり、よい意味での温順な風土が子どもたちから伝わってきます。これは各ご家庭

や地域の皆様のつくり上げてきた安心感が生み出したものなのでしょう。この温順なすてきな風土

を絶やすことのないよう教職員もよき伴走者でありたいと改めて感じました。 

 

入学や進級という大きな変化から一段落し、もち続けていた緊張感が途切れたり緊張の疲れが出

てきたりと、心身の不調が見え隠れする時期にもなります。また、５月に訪れる真夏日は暑熱順化の

できていない身体には大きな負担がかかることでしょう。躍動する春の一方で、皆様も健康面には

十分にご留意くださるようお願い申し上げます。 

http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/imajukuminami


 

６ 年 
 ６年生は「１年生サポート大作戦」と称して、入学して間もない１年生のサポートを毎日行っていま

す。日替わりで選抜隊となった６年生が、１年生の教室で登校後の朝の準備や掃除の手伝いをする姿はと

ても頼もしいです。また、選抜隊ではない日も自主的に昇降口で１年生を迎えたり、廊下で優しく挨拶を

したりする姿も見られ、とても温かい時間となっています。 

 たてわり活動や全校遠足など、これからも様々な場面で交流を続けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生を迎える会 
４月１４日（金）に校庭で、１年生を迎える会を行いました。みんなで「スマイルイマミっ子」を歌っ

たり、旧計画運営員会の子どもたちが、学校紹介をしたりと、１年生の子どもたちが今宿南小学校のこと

を大好きになるようなプログラムを組みました。また、２年生は大切に育てて収穫した、アサガオの種を

１年生にプレゼントしました。 

短い時間でしたが、とてもすてきな会となりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 １年生は、６年生のお兄さ

ん、お姉さんと手をつない

で入場しました。 

計画運営委員が考えた今宿

南小学校〇×クイズをやりま

した。 

２年生は、授業で大切に育て

たアサガオの種をプレゼント

しました。 

一緒に絵を描いてみようねー！ 

どんな絵が好きかな？ 

教室がきれいだと気持ちがいいよね！ 

  ごみを落とさないようにしてね！ 



児童支援専任の佐々木宏次です。児童支援専任は、特別支援コーディネーターも兼ねており、
児童一人ひとりが安心して、自分らしく安心して学校生活を送れるように、児童指導・児童支援
の中心として､全校児童にかかわる仕事をしています。 
 
 
 
 
 
また、本校では、お子さんが本来もっている力を発揮できないまま、自信や意欲をなくしてし

まわないように、スクールカウンセラーの菊田広喜先生、その他の関係諸機関と連携しながらサ
ポートしていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★児童支援専任より  

   

 

 
 
 

 
 
 
 
 

★スクールカウンセラーの紹介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★学校からのお知らせ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新型コロナ感染症の医療に関する法律上の位置づけが、5月 8日（月）に 2類相当から 5類感染症へ

と移行される予定です。5月 8日（月）以降の感染症対策については、横浜市のガイドラインに基づき、
新たにお知らせいたします。 

 

お子さんや子どもたちのことで、気になることや困っていることがあれば、小さ

なことでも声をかけてください。 

○気になる行動     ○友達との人間関係      〇学習について など 

 

  

 

本校では、電話・来校者に関する対応について、次のように行っております。どうぞご理解、
ご協力をお願いいたします。 
 

【電話等の対応時間について】 
・平日の次の時間帯に対応しています。 
○午前 7時 30分～午後 6時 00分 
職員が出勤していなかったり、午後 6 時前に退室していたりした場合には対応で

きないことがあります。 
週休日や祝日、閉庁日は、対応しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校におけるセクシャル・ハラスメント相談窓口】 
校内担当者   〈養護教諭〉    作野 あおい  

         〈児童支援専任教諭〉佐々木 宏次 
 
教育総合センターの一般教育相談もセクシャル・ハラスメント相談窓口として利用できます。 
電話番号：045-624-9414  月～金 9：00～17：00（祝日・年末年始を除く） 
 

 今年度もスクールカウンセラーとして、菊田広喜先生が来校します。菊田広喜先生は年間 19
回、今宿南小学校に来校しますので、お子さんのことで相談がありましたら、児童支援専任の
佐々木宏次か、副校長に教育相談希望の旨をお伝えください。 
 

○学校や家庭でのお子さんの行動で困ったことや気になることがある。 
○お子さんへの接し方やかかわり方で悩んでいる。 
○お子さんの状態に応じた関係機関(福祉・医療・警察)に相談したい。 
でも、どこに相談したらよいか分からない。等 

 
来校日は、先日年間予定を配付しましたのでご確認ください。 


